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平成 29 年 12 月 25 日（月）～  28 日（木）中国福建省福

州市、 ク ラウン プラ ザ福州リ バーサ イド にて開催 された

2017 Asian Conference of Management Science & 
Applications に参加し、研究成果を発表した。またそれに

際し、 5 頁の論文投稿を行った。  
発 表 の タ イ ト ル は 「 Study on Innovation Method for 

Responding to Changes in Recent Market Environment」
として発表した。近年の市場では、成熟化やコモデティ化、

デジタル化などの環境変化が生じていることで、従来の製

造企業は同様な手法では継続的に価値を創造することが困

難となっている。  
このような変化に対応するため、オープンイノベーショ

ンによる製品開発手法と Service-Dominant Logic による価

値の視点を組み合わせることにより、新たな価値創造手法

で模倣困難な価値を生み出すための概念的考察を行った。  
具体的な発表の内容は、多くの企業はモノを生産し販売

していた。しかし、市場が成熟化するにつれて、顧客への

製品普及率が高まっていることから、このような従来の手

法では対応することが困難となっている。また、企業が革

新的な製品を市場へと投入するが、そのような製品は競合

他社からすぐに模倣されることで市場はコモデティ化して

しまう。そして近年、デジタル化が急速に進行しているこ

とで企業と顧客の接点が劇的に増加することで従来の顧客

管理の手法では対応が困難となっている。このような変化

に対応するために、企業は従来と異なる経験による価値を

顧客へと提案する手法を提示した。  
 また発表を通じて、学会参加者による質問や意見交換な

どの議論が行われることで、本研究を発展させるための大

きな手掛かりを得ることができた。また、国外の学会に参

加することで様々な国の参加者の発表を聴くことができ、

貴重で有意義な経験をすることができた。  


